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　2020年の冬は雪が少なく、国内のスキー場の多くがオープンできないまま春を迎えようとして
いる。地球温暖化が徐々に進んでいることを痛感せずには いられない。地球温暖化対策は、長く
議論されているが、各国の足並みがそろわないのが現状である。地球温暖化は、石炭や石油などの
化石燃料を利用するよう になった18世紀の産業革命以来、大気中の二酸化炭素（CO2）、メタンガス、
フロンガスが増え続け、気温の上昇や気候の変化をもたらしている。
地球温暖化が進むと、一見冬場のエネルギーの消費量が減り、化石燃料などの資源が枯渇すること
を抑制することにつながりそうであるが、海面の上昇や砂漠化 による食料不足、生態系の変化、
健康障害など、深刻な問題を引き起こしかねない状況にある。建築生産のためのエネルギーや人々
が暮らすためのエネルギー、 建築物を解体するためのエネルギーなど、産業別にみても住宅・建築
物分野で消費されるエネルギーが最も大きい。特に日本の住宅は、他国に比べてライフサイ クル
が短く、森林環境の保全にも影響を与えている。エネルギー消費を抑制するための法律を待たずに、
私たち建築に携わる者ができることがあるのではない か。
住宅における地球温暖化対策としては、エネルギーを消費しない住宅、エネルギーを逃がさない住
宅、住まい方を変えることによる対応、外部と内部の環境の関 わり合いによる対応、自然素材の
利用方法による対応、地域のコミュニティによる対応、長寿命化による対応、さまざまである。
ここでもう一度、環境に配慮することとは何かを問い直して欲しい。「環境配慮住宅」の提案は、
建築計画的な側面でも技術的な側面でも可能である。

（審査委員長）

テーマ　「環境配慮住宅」



　2020年２月より、日本においても新型コロナウイルス感染が広がり、ほとんどの大学では入学
式が遅れ、８月になっても対面の授業ができず、オンラインでの授業を行っている中での第３回建
築設計競技開催となった。そのため、例年に比べてエントリーや作品提出締め切りを１カ月延期し
た。そのような状況下でも、日本全国の一般大学・大学院学生、職業能力開発関係施設で学ぶ学生・
受講生より心のこもった47作品の応募があった。そして、８月初旬に９名の審査委員によりオンラ
インでの作品審査を行った。
　第３回建築設計競技は、「環境配慮住宅」をテーマにした。一言で環境と言っても何に着目する
かで、コンセプトや設計の内容が大きく異なる。エネルギーを消費しない住宅、エネルギーを逃が
さない住宅、住まい方、外部と内部の環境の関わり合い、自然素材の利用方法、地域のコミュニ
ティー、建物の長寿命化など、捉え方によってさまざまな提案ができる。１等の作品、および２等
の２作品は、地中での生活を提案しているのが特徴的だった。特に１等の作品については、「環境
配慮住宅」を多面的に捉え、それから多くの条件設定をして解を導き、解としての空間が心地よく
地上と地下でリンクしているところが、審査員に高く評価された。また、２等においても、魅力的
な提案が審査員の目に留まり、受賞となった。

（審査委員長：和田  浩一）

審査委員長 和 田  浩 一  職業能力開発総合大学校　能力開発院　教授
審 査 委 員  安 島  才 雄  株式会社 総合資格　常務執行役員
　 　 　 　  飯 嶋  元 広  アイディホーム株式会社　生産事業部設計部門長
　 　 　 　  磯 野  重 浩  九州職業能力開発大学校　建築施工システム科　教授
　 　 　 　  井 町  良 明  メガソフト株式会社　代表取締役社長
　 　 　 　  江 川  嘉 幸  山形県立産業技術短期大学校　建築環境システム科　教授
　 　 　 　  高 橋  基 史  株式会社 インフォマティクス　チーフマネージャー
　 　 　 　  星 野  政 博  東北職業能力開発大学校 特任教授・実践教育訓練学会 建築・デザイン系部会長
　 　 　 　  松 下  和 正  株式会社 松下産業　代表取締役社長

（五十音順）
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１等　実践教育建築デザイン賞

大地と人を開放する住居　　～小さなヒューマンエコロジー～
東北文化学園大学　　瀬戸 愛音

　「大地と人を開放する住居」では、環境配慮を地域へ

の姿勢と地球への姿勢として捉えている。地域への姿

勢では「開放的な街並み」「地域のお茶の間」「緑化空

間提供」、地球への姿勢では「樹木の効果」「雨水利用」「地

中熱利用」であると条件設定している。これらの設計

条件への解が、地下へ掘りこんだ住宅である。地上空

間のみならず、地下として掘りこんだ空間も、中庭と

ドライエリアとしての機能を持たせ、さらに住居全体

から子供を見守るスペースにもなっている。また、年

間を通じて温度変化が少ないことを利用したアース

チューブや雨水を集めるタンクが地下に設置されてい

る。このドライエリアに面している地下バルコニーが

とても心地よい。さらに、地上にはゲストルームとし

ての最低限の建物が配置され、前庭との一体的な利用

も考えられている。地上空間と地下空間とのつながり

が人の行動を介して企図されている。本作品では、テー

マに対してのコンセプトや条件の相互関係が適切に設

定され、それぞれの要素が緑の空間を介してリンク・

調和されており、その心地よさが、審査員に最も高く

評価された。

【 講　評 】
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２等　株式会社松下産業賞

「 生きてるってなんだ！？」　　－自然を引き込み住まう非日常型・環境共生住居の提案－
職業能力開発総合大学校　　高木 舜典

【 講　評 】　環境配慮を「自然環境」
として捉え、自然環境に身を置かせる
状況をつくりだすことを提案している。
自然環境に身を置き、ふれあい、「やら
なければならないこと」をひとまず手
放すことに気づくというアイデアであ
る。格子状ブロックを土に埋め込むと
いうコンセプトが魅力的である。植物
と人とのかかわりを地中で展開すると
いう、植物が入ってくるところがたい
へん興味深いという講評もあった。さ
らに言えば、横に住宅が伸びていき庭
につながるというような展開が欲し
かった。プレゼンテーションがよく整
理されていて美しい。非日常型という
環境配慮住宅のとらえ方を広げた点が
高く評価された作品である。

２等　メガソフト株式会社賞

Earth　～川風を纏う土壁の家～
九州職業能力開発大学校　　松坂 知宙・吉田 江梨佳・竹本 李璃・大土橋 暉

【 講　評 】　機械設備に頼らないで涼
をとる日本古来の知恵を取り入れるこ
とにより地球環境に配慮した和の住ま
いの提案である。施主目線でのインテ
リアデザインのプレゼンテーションが
緻密で、提案住宅による生活イメージ
が沸き実現性が高い。さらに言えばテ
ラス・中庭などをもう少し大きく表現
してほしいというプレゼンへの意見も
あったが、自然素材による外壁のディ
テールまで提案している点や、敷地形
状に合わせて角度を振り、軒の深いテ
ラスを設けて川風を取り込み、中庭を
通じて各室に涼風が行き届くように配
慮されたプランが高く評価された。
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２等　総合資格学院賞

自然に棲まうということ。 
職業能力開発総合大学校　　西本 烈弥・西山 依里

【 講　評 】　環境に配慮した住宅と
は？に対し、自然と共生していた太古
の人々の暮らしをヒントに、土の中で
自然と共に棲まう住宅の提案である。
地中に埋め込んだ大きなチューブに居
住するというアイデアで、ドライエリ
アを通じた採光方式等、断面計画が面
白いと評価された。谷に向かってチュー
ブを突き出し、そこから景色を眺めら
れるところがユニークである。さらに
言えば、図面表現の中にチューブの中
から見える外側の景観が欲しかった。
近未来の地球では地中に居住するとい
う、学生らしい斬新な発想であり、環
境配慮の新しい視点を提示したことが
高く評価された作品である。

２等　アイディホーム賞

集落のような “棲み処”
東北文化学園大学　　柿﨑 可奈子

【 講　評 】　仙台 広瀬川のほとりに、
４人家族に加え祖母、叔母の一族が住
む住まいを提案している。敷地中央に
配したビオトープを取り囲むように居
室を配することが住む人の見守りの役
目も果たす。ここに周囲から生き物を
呼び込むことで、自然環境を感じなが
ら世代間コミュニティーも醸成しよう
とする計画である。さらに言えば、集
落としての分棟配置や屋根形状の検討
などの工夫や、川面の風を取り入れファ
サードを工夫することで、一層「集落
のような棲み処」になることが期待で
きる。自然と人の環境に配慮した作者
の意図を、その時々の光景を想起でき
るように表現していることが高く評価
された。
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２等　インフォマティクス賞

modern×自然
東北職業能力開発大学校　　佐藤 なみき・岩切 実梨

【 講　評 】　円柱という建物形態であ
る。テーマに対する提案を明確に提示
している。意匠的な美しさがあり、中
心部の居室とそれを取り囲む二重螺旋
構造が魅力的である。審査員からは、
螺旋階段を平面図の中に書き込んだ表
現をするとさらにアピールできる、環
境配慮という視点からは水を取り込む
ような展開ができる、ＣＬＴの活用法に
もう一工夫するとさらに魅力的になる
など、さらなる展開の拡張性も示唆さ
れた。外側のらせん階段がガラス質で
あり、そこから見える外の広い空間と、
内側に住まうための空間の取り合いが
うまく表現されている点が、学生らし
いと高く評価された作品である。
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上 位 作 品

葦戸（よしど）House
滋賀職業能力開発短期大学校　　鹿嶌 竜二

New Age HOUSE 新時代の家
東北職業能力開発大学校　　高橋 喜人

エコサイト内外の環境と向き合う住宅
職業能力開発総合大学校　　武田 泰明

（一） 実践教育訓練学会　第３回 建築設計競技

●8

柔らかい光をとり入れる空堀のある家
滋賀職業能力開発短期大学校　　酒井 創太

流れを感じ風と暮らす
東北職業能力開発大学校　　阿部 一哉

Century　Housing
沖縄職業能力開発大学校　　浜比嘉 万鈴



上 位 作 品

木陰-木とともに暮らす家-
沖縄職業能力開発大学校　　儀間 レイア

「導」～風の流れる家～
沖縄職業能力開発大学校　　宮里 奈央

「かわる　そしてある」
職業能力開発総合大学校　　渡海 峻介
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職業能力開発総合大学校 渡海峻介

涼の家～影が作り出す心地よい空間～
沖縄職業能力開発大学校　　屋冨祖 健翔

ミドリノ建築
沖縄職業能力開発大学校　　仲本 滉輝

沖縄職業能力開発大学校 屋冨祖健翔

沖縄職業能力開発大学校 仲本滉輝

沖縄職業能力開発大学校 儀間

沖縄職業能力開発大学校 宮里奈央


